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１．地区担当職員制度の運用について

◆ 今後の取り組み

本制度導入当初は、地域からの期待も大きく、地区担当職員への意見・要望も多く寄せられていたが、令和２年度

に発生した新型コロナウイルスの影響で地域活動の中止が相次ぎ、地域の方々との関係づくりも上手くできない状

況が続いた。そのため、本制度の趣旨である、地区協議会に対する運営支援や課題共有が不十分であり、本課でも制

度の見直しや改善を図っているところ。

これまで、地域との関係づくりが上手くできず、地域からの意見や要望が少ないこと等の課題があった。そのため、

これまで以上に積極的に事業への参加を増やし、地域との関係を深めていきたいと考える。

令和２年度、「地区別計画」を策定し、当計画推進に向け、具体的な事業や支援を進めていく予定であったが、新型

コロナウイルス感染拡大を受け、当事業は停滞している。そのため、昨年度、地区担当職員が、各担当地区に対しての

支援策や取り組み事業を検討し、「取り組みシート」の作成を行った。現在、井手川地区、中央地区の２地区

については新規事業着手に向け、協議を進めているところである。その他の地区についても各地区の実情に合わせ

て、協議を行っていく予定。

（１）積極的な事業の参加

（２）地区別計画の推進（地域課題解決に向けた取り組み）
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２．令和６年度視察研修について
現在、事務局で視察先候補を選定中であるが、視察先となる候補地が少なく、中々選定できない状況となっている。

そのため、地域づくりに関する研修会等の開催も代替え案として検討しているところ。正式な決定については改めて
案内を行う。



３．「地区協議会運営ガイドライン」の作成について

地区協議会が今後も継続的な活動を行っていただく上での参考となるよう、現在、「地区協議会運営ガイドライ

ン」を作成しております。地区協議会の活動を行うための参考資料として、また、役員交代時の引継ぎや運営

体制の見直しなどを図る際にご活用いただければと考えています。

完成次第、各地区協議会の役員会等で配付予定です。

（１） 作成の経緯

① 地区協議会の運営等について

（２） 主な掲載予定内容

 役員交代の引継ぎ

 組織体制や事業内容の見直し

 新規事業開催検討

 会計事務処理の確認・見直し

 予算・決算書作成

 地域づくり交付金の活用方法

ガイドライン活用 （例）

② 実務マニュアル

③ 行政支援について

 地区協議会について

 会長及び各役員等について

 総会・会議の開催方法等について など

 事業の実施（事業実施までの流れ、事業計画の策定 など）

 会計事務（会計事務の流れ、金銭の管理方法、予算・決算書の作成、

会計監査 など）

 地域づくり交付金の活用等について

 市民活動補償制度

 地区担当職員制度について など
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荒尾市DX推進計画に基づき、くらしいきいき課では、地区協議会活動の支援策として、市民ボランティア団体や

市内事業所に事業参加を呼びかけ、ボランティアとして従事してもらえるような仕組みを検討しているところです。

例えば、地区の除草作業や清掃作業、お祭り等のイベント開催時において、人員不足等の要因により開催が難しい

といった地区に対し、ボランティアスタッフを派遣し、事業に従事してもらうことで、円滑な地域行事の遂行に繋げ

られないかと考えています。

現在、各事業所等にボランティア従事の協力の呼びかけを行い、協力できる事業所の一覧をデータで作成してい

ます。現時点では、下記の運用イメージを想定しており、関係事業者と調整を図っているところです。

４．地域課題解決人材マッチング（仮称）の運用について

会社A

協力会社

ボランティア
受入の連絡調整

ボランティア参加
希望者申し込み

会社B

会社C

会社D

会社E

運用イメージ
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会

除草作業、清掃作業、お祭り開催
等に人手がほしい‼

e-mailで情報提供及び
ボランティア協力依頼

無償又は有償
ボランティアの依頼

活動に協力します‼
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